
メトロン アドバンス トリガー/ゲート シーケンサー

クイックガイド



メトロンはWMDによって開発されたモジュラーシンセサイザー専用、16チャンネルのトリガー/ゲートシーケンサーです。

以下が機能の概要になります：

・読みやすい Button Matrix なので、一度に4トラックと16ステップを表示できます。
・簡単な16ステップのシーケンスを作成するか、16ページまで拡張して最大256ステップのパターン長にしてください。
・パターン長機能では、各トラックを異なる長さにすることができます。
    ＊変拍子もお勧めします！
・直感的なカウンターディスプレイなので、あなたがどこにいるのか、そしてどのくらいの時間が経過したかを簡単に知ることができます。
・ランダムパターン生成とディーププロバビリティーの設定
・FXモードでは、クイックロール/モメンタリーフィル/ミュート/手動トリガーなどが可能です。
・付属のメモリーカードの使用でパターンやステートを保存したり、コンピューターを介してシーケンスデータをバックアップおよび管理したりできます。
・S.bus コネクションのmidi経由で互換性のあるモジュールにプリセットを送信します。

…その他盛りだくさん！
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これらが16のゲート出力です。

ドラム モジュール/エンベロープ/ヴォルテージ シーケンサー/WMD Arpitecht 等、機能するためにトリガー、またはゲートを必要とするものに接続します。

出力に信号があると、対応するLEDが点灯します。

MATRIX ディスプレイには一度に4つの可視チャンネルがあるので、チャンネル1/5/9/13の下に新しい4のグループの開始を示す小さなドットを付けました。

これは CV の I/O セクションです。
メトロンはマスタークロックとして、または選択した外部クロックとの使用が可能です。
専用のリセットI/Oと外部機器との使用する為の2つの入力を備えています。



クロック イン
外部クロックソースで使用するための専用クロック入力。
メトロンはシュミットトリガー入力を使用し、この入力の電圧が2.3Vを超えると次の時間に進みます。
クロック入力は非常に高速で実質的にレイテンシーはありません。

クロック アウト
この専用出力は内部クロックモードと外部クロックモードのどちらであるかに関係なく、1/1クロック信号を送信します。

リセット イン
シーケンサ専用のリセット入力。この入力にゲート信号を送信すると、シーケンサーを「リセット」してステップ1に戻ります。DIN SYNC ラン信号にも使用できます。

リセットアウト
外部シーケンサ用の専用リセット出力。
この出力は各バリエーションのステップ1にトリガーを送ります。

ASGN1 IN と ASGN2 IN
メトロンには外部制御と相互作用のための2つの割り当て可能な入力があります。
割り当ては GLOBAL メニューで設定できます。
割り当て可能なパラメーターは参考のためにパネルの下部に印刷されています。

割り当て可能なパラメータは以下になります：
Roll, Loop, Reset, Erase, Logic OR, Logic AND, Logic INV, Random, Record Quantized, Record Unquantized, Nudge Forward, Nudge Back, 
Next Variation, Previous Variation, Next Variation Instant, Variation A Instant.

DISPLAYS はあなたが今いる場所/行った場所これから行く場所を示すことができます。

市場に出ている他のコンプレックスシーケンサーとは異なり、メトロンにはOLEDやLCDスクリーンはありません。
その代わりにそれぞれが重要な機能を持つ3つの7セグメントLEDディスプレイを使用しています。

・COUNTER ディスプレイでは、何小節または完全なシーケンスが経過したかが表示されます。
あなたがライブセットを通してフレーズに固執して移動し続けるのを助けてくれるので、ライブパフォーマンスで非常に便利です。
ー　新しいバリエーションが呼び出されると、カウンター表示は1にリセットされます。
ー　カウンター表示は64小節後に1にリセットされ、その後は10進数で表示されます。
WMDでは99小節でリセットにすると非常に混乱しやすいと感じたので、音楽的シーケンスに最も適している64小節でリセットにしました。

CURRENT STEP ディスプレイでは、自分がどのステップにいるのかがリアルタイムで表示されます。
特定のモードではあなたに適切な情報を知らせるように、読み上げのように振る舞います。

https://www.wmd-metron.com/home
https://www.wmdevices.com/


PAGE ディスプレイでは、あなたが見ている閲覧ページが表示されます。
メトロンは16ページのシーケンスを作成することができるので、この表示は非常に便利です。
1-8から読み、そしてページ9-16では（小数点付き）1-8を読みます。

注意：
メインディスプレイモードのすべてのディスプレイには、通常の10進数または16進数で表示するオプションがあります。
これはGLOBALメニューで選択できます。

モードによってはすべてのディスプレイが異なる機能を持つことがあります。

Button Matrix は、メインディスプレイでありシーケンサーと即座に直感的にやり取りするための具体的なインターフェイスです。

基本では、一度に16のステップと4つのチャンネルが表示されます。

MATRIXはまた、さまざまなモードでデータ表示/選択に役立ちます。

異なるマトリックスビュー
常に表示を正確に知ることが重要です。
私たちはMETRONのためにユーザーインターフェースの開発に数え切れないほどの時間を費やしました。
そして我々が思いついたものが、各モードを容易に区別できるようにしながらも奥深く入り込めることができると確信します。

用語：私達はLEDの明るさのレベルを記述するのに次の用語を使用します。
ON：フル輝度レベル
DIM：中間の明るさ
OFF：全く照明なし
FLASHING：最大輝度レベルで点滅しているLED

基本シーケンスビュー
クロックが動いているとき、あなたのシーケンサーのカーソルは動くでしょう。
複数のページでシーケンスを実行している場合は、表示しているページにのみのカーソルが表示されます。
カーソルはメトロンの多くのモードで見え続けます。

パターン長表示
パターン長ボタンを押したとき、非アクティブステップをオフにすると、ディスプレイに各トラックのパターン長が表示されます（最後のステップ後のもの）。

バースト・ゲート・ランダム
Burst/Gate/Randomの各モードは、同様にMatrixに表示されます。選択した値（バースト値・ゲート長・ランダム）はFLASHINGしてマトリックスに表示されます。
現在選択されているもの以外のデータを含むステップはONとして表示されます。
トリガ情報のみのステップはDIMとして表示され、データのないステップはOFFとして表示されます。

https://www.wmd-metron.com/home


グローバル
グローバルメニューを見ながら button matrix は割り当て可能な入力へのマップになります。
最初の行は「トラック有効」で、どのトラックが割り当て可能な入力の影響を受けるかを決めることができます。
2行目は割り当てに対する選択です。
割り当て可能な入力が2つあるので、これが3行目と4行目でも繰り返されます。
割り当て設定はパネルの下部に沿って印刷されています。
選択するたびに、現在のステップ表示に選択内容がスクロール形式で表示されます。

D.BUS
METRON には CV/Gateバスを使用して他のモジュールとのデジタル通信に使用するための17つ目のトラックがあります。
他のモジュールにプリセットを送信するためのMIDI通信トラックです。
この機能をデジタルバスと呼びます。
このビューではマトリックスは空白になります。
貴方がMatrix ボタンを使ってバイナリ割り当てプリセットを割り当てます。
この機能の使用方法に関する事は、ユーザーマニュアルに記載されています。

トリプレット
トリプレット グリッドを作成するのは簡単で、どのトラックのどの4分音符にパンチするか TRIPLET をタップまたはホールドするだけです。
ディスプレイは最初にすべてのLEDをOFFとして表示します。
TRIPLETが適用された四分音符は、LEDが点灯した状態で表示されます。

Fill/FX
これはメトロンで最も有用なビューの一つです。
FXモードでは、ディスプレイはどのトラックがミュートされているか、またどのトラックにフィルが適用されるかを表示します。
対応する個別トラックボタンを押しながら、選択または選択解除したいトラックに関連するステップボタンをタップすることで、
Fill がどのトラックに影響するかを簡単に選択できます。

Record / Follow
RECORD ボタンをタップするとシーケンサーが手動でゲートレコーディングできるようになります。
このモードではページビューはカーソルに従います。
RECORD LEDがONの場合、メトロンはレコーディング中です。

シングルトラックビュー
個々のトラック選択ボタンをホールドした状態で、マトリックス上の1トラックの最大64ステップが表示されます。

より”TR ライク”なシーケンス方法は、 ”INDIVIDUAL TRACK” ボタンを押しながら “COMPOSE” を押してこのモードをラッチします。

Memory:
メモリディスプレイはBUTTON MATRIXを完全に引き継ぐ非常に有益なビューです。
MEMORYモードでLEDがONのボタンにはパターンが保存されています。

これらのボタンの内の1つを押したままにすると、そのパターンのトラックグループ ”1-4” の最初の16ステップが表示されます。

保存とロードの方法についてはMEMORYセクションを見てください。

メトロンにはマトリックス上に4つのグループとして表示される、合計16トラックのトリガーとゲート信号があります。
TRACK GROUP 選択ボタンを使っていつでも表示するグループを選択できます。

TRACK GROUP 選択ボタンと INDIVISUAL TRACK 選択ボタンには、各モードに応じて独自の機能があります。

TRACK GROUP 選択
表示/編集している4トラックのグループを選択します。
選択されたTRACK GROUPはLEDがONで表示されます。

INDIVISUAL TRACK 選択
トラック選択ボタンは、主に1つのトラックに機能を適用するために使用されます。
例えば RANDOMを押しながら、INDIVIDUAL TRACKボタンをタップすると、そのトラックにのみランダムパターンが生成されます。
各ボタンを押しながらトラックをタップすると、そのトラックのすべてのステップにGATE、BURST、またはPROBABILITY等の設定を適用することもできます。

ノーマル操作モードで INDIVIDUAL TRACK 選択ボタンを押したままにすると、瞬間的にシングルトラックビューが有効になり、
最大64ステップまでシングルトラックをすばやくビューできます。





バリエーションはここではパターンになります。5つのバリエーション用スロットがあります。
これらのスロットのバリエーションはプレイしていないときでも、いつでも編集/表示/呼び出しができます。

短いバリエーションたちを一緒に連鎖することより長いバリエーションを構成する事ができます。

VARIATION ボタン
これらのボタンであなたが聞いているバリエーション/編集しているバリエーション、そして次に来るものを選択してください。
現在演奏中のVARIATIONSはVARIATION LEDがONの状態で表示されます。
選択されているが現在再生されていないバリエーションのLEDはDIMになります。

別のバリエーションを表示/編集するには、VARIATIONを1回押します。
バリエーションの最後で同じVARIATIONをもう一度押して切り替えます。
3回目のVARIATIONボタンを現在の小節の終わり（現在再生中のページの16番目のステップ）に押して切り替えます。

FX FILLを押しながらVARIATIONボタンを押すと、カーソルの位置に関係なくすぐにそのVARIATIONに切り替わります。

COMPOSE
COMPOSE、そしてVARIATIONボタンの順番でホールドして貴方の聴きたいをものを再生します。
コンポジションはすべてのデータをあなたが編集しているバリエーションに置き換えます。
バリエーションは16ページ（256ステップ）の長さで上限が設定されています。

メトロンの主要フィーチャーや機能にはフロントパネルに各専用のボタンがあります。
ユーザーが体で簡単に覚え易いにさまざまなマクロ機能のためのクイックボタンの組み合わせがあります。

DUPLICATE
DUPLICATEは本質的に "コピー＆ペースト"機能です。DUPLICATEボタンを押したままコピーしたいものを選択し、押したまま移動したい場所を選択します。
VARIATIONをVARIATIONSに、INDIVIDUAL TRACKS を他のTRACKに、PAGEを別のPAGEに複製することができます。
さらにTRACKとPAGEの情報を別のVARIATIONSに配置することもできます。

非常に強力で使いやすい機能です！

CLEAR
ご想像のとおり、CLEARボタンを押しながらデータ関連のボタンを押すとそのデータが消去されます。
それはVARIATIONS全体からのデータ、INDIVIDUAL TRACKS、さらにはBURSTやGATEのようなステップデータからもデータを消去することを可能にします。

NUDGE
NUDGEを使用すると、トラック上のステップデータを前後に一度に1ステップずつプッシュまたはナッジすることができます。



ナッジを押しながら対応するINDIVIDUAL TRACK ボタンを押してナッジするとそのトラックは逆方向に進みます。
前方向にナッジさせるにはNUDGEを押したまま対応するトラックの最初のSTEPボタンを押します。

NUDGEモードでの機能はパネルの2つのボタンの間に印刷されたインジケータで憶えます。

PATTERN LENGTH
PATTERN LENGTH ボタンの使用でVARIATIONまたはINDIVIDUAL TRACKのパターン全体長にすばやくアクセスできます。
PATTERN LENGTH ボタンを押しながら、MATRIXの対応するSTEPを押してトラックの最後のステップを選択します。
そのページまでスクロールして、PATTERN LENGTHを押しながらENCODER 2を押すことによって、任意のページの終わりまでバリエーションをすばやく拡張できます。

EXPAND / CONTRACT
DUPLICATEを押しながらCLEARまたはNUDGEを押すと、バリエーションのパターン全体が2倍に縮小または拡大され、
擬似クロックデバイダー/マルチプライヤーのように機能します。
これらのボタンを押す間にトラックを選択すると、そのトラックのみに機能が適用されます。

PATTERN LENGTH の複製
目的のページまでスクロールしDUPLICATEを押しながらPATTERN LENGTHを押すことで、パターンを拡張し、そのすべてのデータを任意のページの長さに複製します。

Modifier セクションは、ステップを変更したりパターンをランダムに生成したりするためのものです。

これらのボタンを使用してトラックごと、またはバリエーション全体に対してランダムなパターンを作成、
ステップにプロバビィリティー/バースト/ゲート長などを追加します。

マイクロタイミングはメトロンの強力な機能でもあり、各ステップの48 ppqグリッド編集することができます。

RANDOM
MetronのRANDOMボタンには2つの機能があります。

パターン ジェネレート
すべてのページにわたってランダムなパターンを生成するには、RANDOMを押しながらSINGLE TRACKまたはVARIATION ボタンを押します。

ランダム モード（プロバビリティー）
すばやくRANDOMを押してRANDOM MODEに入ります。
ステップエンコーダーを希望の値に回してMatrixのボタンを押すことにより、ステップにプロバビリティーを割り当てます。
現在選択されているプロバビリティー値を持つステップが点滅します。
現在選択されている以外のプロバビリティーデータが割り当てられているステップはONに表示されます。 
LEDがDIMの時はそのステップに通常のトリガーがあることを表し、LEDがOFFの場合はそのステップに適用されるステップデータはない事を示します。

BURST



BURSTを押してバーストモードに入ります。
ステップエンコーダを希望の値に回してMatrixのボタンを押して、バーストデータをステップに割り当てます。
選択肢はステップあたり2/3/4トリガーです。

BURSTを押しながら値をすばやく割り当ててステップを選択することで、瞬間的にバーストモードに入ることもできます。
BURSTを放すとシーケンサーはメインの動作モードに戻ります。

GATE
GATEを押してゲートモードに入ります。
ステップエンコーダーを希望の値に回してMatrixのボタンを押すことで、ステップにゲート長を割り当てます。
選択肢は25％/50％/75％/100％です。 
100％ゲートはステップごとにトリガーします。

GATEを押しながら値をすばやく割り当ててステップを選択することで、一時的にゲートモードに入ることもできます。
GATEを放すとシーケンサーはメインの動作モードに戻ります。

MICROTIMING
マイクロステップモードではMetronが提供する48ppqnのフル解像度にアクセスできます。

マイクロタイミンググリッド上でステップを編集して独自のバーストタイプを作成し、
トリガーを16ステップグリッドから外すことでより人間的な感覚をシミュレートすることができます。

マイクロタイミンググリッドに入るには、編集したいトラックとステップのステップボタンを押しながらBURSTを押します。

マトリックスの一番下段のボタンは、選択したトラック上でどのステップを編集しているかを表します。
選択したステップが点滅します。
上段のボタンは入力可能な12のマイクロステップを表します。

FX FILLはシーケンスをリアルタイムにその場で瞬時エフェクトを実行するためにあります。
トラックをミュートしたり、セクションをループしたり、フィルやロールを追加したり、手動ゲートでパターン再生したりすることもできます。

ミュートシーン、プログラムしたロールパターン、さらにはINDIVISUAL TRACKですべてのロールを有効にすることも可能です。

これはライブ演奏中のシーケンス全体の中で最もよく活躍してくれるモードの1つです。

FXモードに入るにはFXボタンを押します。 
その後、FXの選択がマトリックスを通して利用可能になります。

MUTE
MATRIXの最上段のボタンはトラックのミュートを表します。
トラックは1から16まで水平に配置されています。

MUTE SCENE
メトロンには一度に複数のトラックをすばやくミュートするために、ミュートシーンを保存して呼び出す機能があります。

MUTE SCENEを設定するには、まずシーンに適用したいすべてのトラックをミュートします。
その後、ミュートボタンを押したままINDIVIDUAL TRACK SELECT 1を押してそのシーンを保存します。

ミュートシーンをリコールするには、 INDIVIDUAL TRACK SELECT 1を押しながらリコールしたいシーンを押します。

https://www.wmd-metron.com/home


デフォルトではすべてのMUTE SCENESは "all tracks on" に設定されています。

ROLLS
マトリックスの2段目は、モメンタリーROLLとユーザー FILL パターンを表します。
これらのパターンはすべて、ユーザープログラムすることができるだけでなく、独自のトラックセットをエフェクトすることもできます。

デフォルトのパターンは次のとおりです：
最初の4つのステップボタンはビートの異なる分割のロールであり、四分音符ノートグリッドに固執します。
次の4つのステップボタンはFILL パターンで、これも1/4ノートグリッドに固執しています。
最後の8つのボタンも同じように配置されておりますが、これらのROLLとFILLは3連音符グリッドに設定されています。

ROLLのアクションはボタンが押されている間にのみ発生し、「最後に押されたボタン」音符の優先で機能します。

同時に複数のROLLを押すとパターンがミックスされます。

LOOP
MATRIXの3段目はシーケンスのセクションをモメンタリーループさせるためのものです。
1ステップのループから始まり左から右へ昇順に並ぶこのFILLのような「ビートリピート」は最大16ステップのループを繰り返すことができます。
ボタンが押されている間だけアクションします。

ROLL / LOOP TRACK 有効
MASTER ROLL 有効
すべてのROLLは特定のトラックグループに影響します。
このグループを作成するにはINDIVIDUAL TRACK SELECT 2、または3を押しながら、有効にしたいトラックを選択します。
これですべてのROLLは選択したチャンネルにのみ影響します。

INDIVIDUAL ROLL TRACK 有効
さらに、各ROLLはMASTERの有効化を無視して独自のグループに固執できます。
この機能の詳細については、ユーザーマニュアルを参照してください。

LOOP TRACK 有効
ループ機能にも独自の有効化セットがあります。
MASTER ROLL 有効と同じ方法で設定してください。
すべてのループは同じ有効化に従います。

ROLL / LOOP LATCH
ROLLとLOOPは目的の機能を押しながらINDIVIDUAL TRACK SELECT 4を押すことでラッチできます。

MANUAL GATES
MATRIXの16個のボタンの最下段の列はリズムとゲートを手動でパンチするためのものです。
これはどのインストゥルメントがどのトラックにパッチされているかを試聴したり、小さなドラム FILL、手動でパターンを試したりするのに役立ちます。

INSTANT VARIATION スイッチング：
FX FILLを押しながらVARIATIONボタンを押すと、カーソルの位置に関係なく瞬時にそのVARIATIONに切り替わります。

*注意*
RECORDが有効の場合、ROLLS/LOOPS/MANUAL GATESがレコーディングされます。 
MUTESは無視されます。

これはGLOBALシーケンサー設定のセクションです。
このビューではクロックソースの変更/割り当て可能な入力とその機能の選択/S.BUS方向の変更/文字形式などの選択を行います。

GLOBAL メニュー
GLOBAL メニューはフォロートラック/D.BUSのMIDIチャンネル/拡張ユニット数などのGLOBAL機能を設定するためのものです。

GLOBAL メニューは、GLOBAL ボタンを押すかホールドすることでアクセスできます。
ボタンを押すとモードに入り、GLOBALが再度押されるまでそこに留まります。
ボタンを押したままにすると瞬間的にGLOBALメニューに入り、ボタンを離すと終了します。

CLOCK ソース
デフォルトでMETRONは外部ソースからそのクロックを受信するように設定されています。
ここでこの選択を変更してください。

CHARACTER フォーマット
デフォルトではメトロンのすべてのカウンタ表示は通常の10進数です。



WMDの今までの人気製品の多くで16進数フォーマットを使ってきました。
人にとってはそちらの方が有用なフォーマットである事もあります。
メトロンではENCODER 1を回せば10進数と16進数の選択肢があります。

INIT セッティング
すべてのユーザー設定をデフォルトに初期化します。
[INIT SETTING]を選択し、[ENCODER 1]を押して確定します。

S.BUS セッティング
メトロンはS.BUS(セレクトバス）を介してプログラムの変更を送受信するので、
WMD Sequential Switch Matrix/Make Noise Rene/Malekko Voltage Block/その他のモジュール等と通信することができます。
メトロンはこれらのメッセージを送受信します。ここでBUSが流れる方向を選択してください。

TRIGGER LENGTH
METRONのデフォルトのトリガー長は入力クロックの12分の1に設定されています。
つまり実際のトリガ長はテンポによって異なる可能性があります。
これは1ms/2ms/4ms/8ms、または入力クロックの1/36に変更できます。

EXPAND NUMBER
ディスプレイと出力数を拡張したいのであれば、複数のメトロンユニットを連結することができます。
この機能は将来のファームウェアアップデートで追加される予定です。

UPDATE
メトロンはSDカードスロットを介して更新可能です。

ユニットのファームウェアを更新する必要がある時は、単にあなたのシステムの電源を切って、更新されたファームウェアのSDカードをインストールするだけです。
メトロンは電源を入れると自動的に更新されます。

GLOBAL メニューでもアップデートを強制できます。

ASSIGNABLE INPUTS/割当可能な入力

 
メトロンにはリアルタイムで外部CV/ゲート信号シーケンスを実行するための2つの割り当て可能な入力があります。
GLOBALメニューでどのインストゥルメントが影響を受けるか、またどのようなアクションが発生するかを割り当てます。

ASSGN 1
マトリックス上のボタンの最初の列を使用して、どのトラックがASSGN 1のアクションに反応するかを有効にします。

マトリックス上のボタン2列目の列のASSGN 1に対して実行するアクションを決定します。
これらを選択するキーがモジュールの下部にあります。
現在のステップ表示はまた、あなたの選択の読み出しを表示します。

ASSGN 2
マトリックスの3列目のボタンでどのトラックがASSGN 2のアクションに反応するかを有効にします。

マトリックス上のボタン4列目のASSGN 2に対してどのアクションを実行するかを決定します。
これらを選択するキーがモジュールの下部にあります。
現在のステップ表示はまた、あなたの選択の読み出しを表示します。



Select Bus（S.Bus）は電源バスボード上のCVゲートバスを介してMIDIプログラムチェンジを送信するためのプロトコルです。 
ようするにSelect Busは貴方のシステム内の他の Select Bus 互換モジュールと通信するために使用される17番目のトラックです。

SELECT BUS オペレーション
セレクト バス選択モードに入るには S.Bus を押します。
Matrix ディスプレイはブランクになり、S.Bus Pattern が存在しないことを示します。

INDIVISUAL TRACK SELCTION で、1から4までのプログラムチェンジバンクを選択します。

ステップが押されると列は薄暗くなります。
これはこのステップがPROGRAM CHANGE 0を送信していることを示しています。
PROGRAM CHANGEはバイナリ入力によってマトリックス上でプログラム可能です。

SELECT BUS ハンドシェイク
メトロンのセレクトバス機能は同じプロトコルを使用する多数のモジュール達と互換性があります。
これらのモジュールの中には、バス上に送信されたメッセージを聞く前に、信号または「ハンドシェイク」を必要とするものがあります。

MALEKKO VOLTAGE BLOCK:
SELECT BUSチャンネルに情報を入力する前に、INDIVISUAL TRACK ボタンを押してください。
これでVBにこれらのメッセージに反応するように合図します。
VOLTAGE BLOCKには複数のバンクがないため、どのトラックボタンを使用してもかまいません。

WMD SEQUENTIAL SWITCH MATRIX:
ハンドシェイクはありませんが、これらのメッセージを受信するにはSSMをHOLDに設定する必要があります。

MAKE NOISE RENE:
Make NoiseのRene V2を機能させるには、Voltage Blockと同じようにバンクを選択する必要があります。

MACRO MACHINES STORAGE STRIP:
Storage StripがSlaveに設定されていれば応答します。メトロンが正しく機能するためにはマスターが1つだけ必要です。

メトロンはグローバル シャッフル アマウントの内部クロックを持っており、外部ソースとも使用できます。TEMPOボタンはあらゆるクロック関連事への鍵です。



CLOCK SETTINGS
テンポを押しながらCURRENT STEPエンコーダーを押すと、内部と外部のクロックソースを切り替えることができます。
GLOBALメニューでクロックソースを変更することもできます。

TEMPO
TEMPO ボタンはモメンタリースイッチなので、その機能のいずれかを実行するためにはホールドしなければなりません。

シーケンサーのグローバルTEMPOを設定するには、TEMPOを押しながらCURRENT STEPエンコーダーを回します。
BPMがCURRENT STEPディスプレイに表示されます。

SHUFFLE
メトロンには内部クロック用のグローバルシャッフル（スウィング）設定があります。
外部クロックを使用する場合は新しいクロックを取得するたびにアドバンスします。
外部クロック使用時、シャッフル設定は無視されます。

シーケンサーのグローバル シャッフルを設定するには、TEMPOを押しながらPAGEエンコーダーを回します。
シャッフルアマウントの設定がPAGEディスプレイに表示されます。
シャッフルパラメータは50から75の範囲で1ずつ非常に細かく微妙なシャッフル設定で増加します。

メトロンのクロックスルー出力は、外部クロックで動作しているか、していないかに関わらず、各ステップのクロック信号を送ります。
クロックソースが内部でSHUFFLE設定が有効になっている場合、Clock-thruはスウィングクロックを送信します。

多くのリズムベースのEurorackステップシーケンサーでは、ユーザーがすべてのステップを手動でプログラムすることを要求し、
リアルタイムのインスピレーションやプレイアビリティーの点ではほとんど提供していません。
メトロンのレコーディング機能は、演奏されたROLL/LOOP/他のバリエーションからパターンを盗み、
そしてプロバビリティー結果をプリントする能力、等をレコーディングすると同様に、アイデアをリアルタイムでプレイしレコーディングする方法です。

RECORD
RECORDボタンを使用するとシーケンサーはいくつかの異なるユーザー操作からの情報をレコーディングできます。
以下は、いくつかの異なるレコーディングモードです。

QUICK-RECORD パフォーマンス
メインビューでRECORDを押したまま INDIVIDUAL TRACK SELECT ボタンをリズムタップして、それぞれのトラックに新しいステップをレコーディングします。
RECORD ボタンを離すとレコーディングが無効になります。

LATCH-RECORD パフォーマンス
RECORDボタンを押すとレコーディングが有効になります。
RECORDがラッチされている間、MATRIX DISPLAYはページごとにカーソルをたどります。
INDIVISUAL TRACKボタンを使ってパターンを演奏します。

RECORD フローム
RECORD が有効になっているときは、FXを押しながら様々なVARIATIONSを押して、現在再生中のデータに上書き記録することができます。

RECORD FX FILL ページ
RECORDが有効な間にいずれかのモードに入ると、レコーディングが無効になります。
FX FILLページでレコーディングを有効にすることができます。
このビューでレコーディングを有効にするとROLL/LOOP/MANUAL GATEを再生中のVARIATIONにリアルタイムでレコーディングできます。

RESET
手動でRESETボタンを押すと、シーケンサーの再生ヘッドをステップ 1にリセットします。
内部クロックを開始する前、または外部ソースを挿入する前にシーケンサをリセットしてシーケンスがステップ 1 から始まるようにします。

PAUSE
RECORDを押しながらRESETを押すと、ボタンが押されたステップでシーケンサーが「一時停止」します。
シーケンスの一時停止中にRESETを押すとシーケンサーの再生ヘッドがステップ1にリセットされます。
今一度 RECORDとRESET を同時に押すとシーケンサーの一時停止を解除します。



メトロンにはSDカードが付属しています。
SDカードはすべてのシーケンサー設定/プロジェクト/ステートを保存するためのものであり、ファームウェアのアップデートを行うためのものでもあります。

MEMORY DISPLAY
MEMORYボタンを押してメトロンのMEMORYディスプレイに入ります。

MATRIXは64スロットのメモリを表します。
点灯しているLEDは、そのスロットに保存されているデータがあることを意味します。

ENCODER 2を回すと8ページの各64スロットにアクセスできます。
これらのページは整理とバックアップを容易にするためにSDカードのさまざまなフォルダに保存されるため、これらのページをPROJECTと呼びます。

STATE SAVE
ステートを保存するには、ENCODER 2またはマトリックスのボタンを押してメモリスロットを選択します。
次にSAVEを押してメモリー機能を作動させます。
もう一度SAVEを押すと選択したスロットにシーケンサーのステートが保存されます。

STATE LOAD
ENCODER 2でメモリスロットを選択するか、またはマトリックスのボタンを押すことによって、新しいステートを簡単にロードします。
LOADを押すとメモリー機能が作動します。
もう一度LOADを押すとシーケンスがロードされます。

*ステートのロードは現在の演奏中の小節の最後に発生するようにクオンタイズされ、プレイヤーの演奏を中断したり停止したりしません。
シーケンサーが一時停止している場合やクロックが存在しない場合は、RESETを押してデータを即ロードします。

その他のLOADタイプも利用できます。
これらの詳細については、ユーザーマニュアルを確認してください。
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